
  

 
  

 
 

 
 
 
 

 交際費の損金算入枠の拡大 

Ｑ：今年の税制改正で交際費の取り扱いが

変わると聞きましたが、どのように変わるの

ですか。 

 

Ａ：損金算入が認められる法人の範囲が 

資本金１億円以下の法人にまで拡大されると

ともに、損金に算入できる割合も90％に引き

上げられます。 

【解説】 

 これまで法人税では、法人が支出した交際

費等の額のうち損金の額に算入できる金額は、

次のように制限されていました。 

①資本金が５千万円以下の法人 

 (ｲ)交際費等の額≦400万円の場合 

 …交際費等の額×80％ 

 (ﾛ)交際費等の額＞400万円の場合 

 …320万円 

②資本金が５千万円を超える法人 

 …０円（全額、損金とならない） 

 平成15年４月１日以後に開始する事業年度

からは、この制限が緩和され、損金の額に算

入できる範囲が次のように拡大されることに

なりました。 

①資本金が１億円以下の法人 

 (ｲ)交際費等の額≦400万円の場合 

 …交際費等の額×90％ 

 (ﾛ)交際費等の額＞400万円の場合 

 …360万円 

②資本金が１億円を超える法人 

 …０円（全額、損金とならない） 
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